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若者たちが心を熱くしたYOSAKOI

主な内容 

■新下妻市の組織・機構

■平成16年度決算

■医療福祉費支給制度

若者たちが心を熱くしたYOSAKOI
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平
成
18
年
1
月
1
日
の
下
妻
市
・
千
代
川
村
合
併
に
と
も
な

う
新
『
下
妻
市
』
の
組
織
・
機
構
が
合
併
協
議
会
に
お
い
て
承

認
さ
れ
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

な
お
、
下
妻
市
お
よ
び
千
代
川
村
で
進
め
て
き
ま
し
た
事
務

事
業
の
調
整
の
結
果
、
必
要
な
条
例
の
制
定
・
改
正
等
に
つ
き

ま
し
て
は
、
平
成
17
年
第
４
回
定
例
議
会
に
提
案
さ
れ
ま
す
。

　

下
妻
本
庁
舎
お
よ
び
第
２
庁
舎
の
現

在
の
広
さ
で
は
、
全
部
の
職
場
を
配
置

す
る
こ
と
が
で
き
な
い
た
め
、
次
の
課

等
が
千
代
川
庁
舎
を
活
用
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　

ご
不
便
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

■
く
ら
し
の
窓
口
課

：

各
種
証
明
書
を

　

交
付
す
る
窓
口
を
設
置
し
ま
す
。

■
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

：

主
に
旧
生
涯
学

　

習
課
社
会
体
育
係
の
業
務
を
引
き
継

　

ぎ
ま
す
。

■
農
政
課
・
農
地
整
備
課（
旧
耕
地
課
）・

　

商
工
観
光
課　

経
済
部

■
学
校
教
育
課
・
指
導
課
・
生
涯
学
習

　

課
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課　

教
育
部

■
農
業
委
員
会
事
務
局

■
人
事
課

：

主
に
旧
総
務
課
職
員
係
の

　

業
務
を
引
き
継
ぎ
ま
す
。

■
情
報
政
策
課

：

主
に
旧
総
務
課
情
報

　

処
理
室
の
業
務
を
引
き
継
ぎ
ま
す
。

■
市
民
安
全
課

：

主
に
防
犯
に
関
す
る

　

こ
と
お
よ
び
旧
商
工
観
光
課
交
通
対

　

策
係
の
業
務
を
引
き
継
ぎ
ま
す
。

■
農
地
整
備
課
（
旧
耕
地
課
）

■
生
活
環
境
課
（
旧
環
境
保
全
課
）

新『下妻市』 新しい組織・機構

業
務
係

庶
務
係

工
務
係

新『下妻市』の新しい組織・機構が決まりました

千
代
川
庁
舎
に
移
り
ま
す

新
し
い
課
が
で
き
ま
す

下
妻
本
庁
舎

千
代
川
庁
舎

課
の
名
称
が
変
わ
り
ま
す

問
い
合
わ
せ
先

　

企
画
課　

内
線
２
８
２

市
長

助
役

秘

書

課

広
報
広
聴
係

秘
書
係

総

務

課

車
両
係

契
約
検
査
係

防
災
対
策
室

文
書
法
制
係

行
政
管
理
係

人

事

課

研
修
係

人
事
係

情
報
政
策
課

情
報
化
推
進
係

情
報
管
理
係

広
域
等
派
遣

総

務

部

企
画
財
務
部

税

務

課

市
民
税
係

税
政
係

固
定
資
産
税
係

財

政

課

管
財
係

財
政
係

収

納

課

収
納
係

管
理
係

企

画

課

男
女
共
同
参
画
係

統
計
係

新
市
建
設
計
画
推
進
室

開
発
係

市
民
環
境
部

生
活
環
境
課

公
害
対
策
係

環
境
衛
生
係

リ
サ
イ
ク
ル
係

市

民

課

資
料
係

市
民
係

市
民
安
全
課

交
通
安
全
係

市
民
安
全
係

く
ら
し
の
窓
口
課

管
理
係

窓
口
係

工
務
係

管
理
係

建
築
係

業
務
係

工
務
係

建

設

部

下
水
道
課

建

設

課

都
市
整
備
課

区
画
整
理
係

公
園
街
路
係

ネ
イ
チ
ャ
ー
セ
ン
タ
ー

都
市
計
画
係

観
桜
苑

園
芸
畜
産
係

農
政
係

構
造
改
善
係

土
地
改
良
係

管
理
係

経

済

部

商
工
観
光
課

観
光
係

商
工
係

農

政

課

農
地
整
備
課

勤
労
青
少
年
ホ
ー
ム

働
く
婦
人
の
家

年
金
係

保
険
係

医
療
福
祉
係

介
護
管
理
係

介
護
保
険
係

高
齢
福
祉
係

保
健
福
祉
部

保
健
セ
ン
タ
ー

保
健
指
導
係

健
康
増
進
係

保
険
年
金
課

介
護
保
険
課

千
代
川
保
健
セ
ン
タ
ー

福
祉
事
務
所

児
童
福
祉
係

障
害
福
祉
係

人
権
推
進
室

社
会
福
祉
係

下
妻
保
育
園

き
ぬ
保
育
園

福
祉
ふ
れ
あ
い
ハ
ウ
ス

教　
育

委
員
会

教
育
長

学
務
係

総
務
係

教

育

部

生
涯
学
習
課

文
化
係

生
涯
学
習
係

学
校
教
育
課

青
少
年
セ
ン
タ
ー

幼
稚
園（
下
）５
園

幼
稚
園（
千
）１
園

小
学
校（
下
）７
校

小
学
校（
千
）３
校

中
学
校（
下
）２
校

中
学
校（
千
）１
校

指

導

課

指
導
係

市
民
文
化
会
館

ス
ポ
ー
ツ
振
興
課

施
設
管
理
係

ス
ポ
ー
ツ
振
興
係

総
合
体
育
館

千
代
川
体
育
館

運
動
公
園

公

民

館

千
代
川
公
民
館

下
妻
公
民
館

大
宝
公
民
館

図

書

館

奉
仕
係

管
理
係

ふ
る
さ
と
博
物
館

学
芸
係

管
理
係

会

計

課

審
査
係

会
計
係

収
入
役

議
会
事
務
局

議
事
係

庶
務
係

議　
会

農
委
事
務
局

農
地
係

庶
務
係

農
業
委
員
会

委
員
会
事
務
局

選
挙
・
監
査
・
公
平
委
員
会

水
道
事
業
所

管
理
者



経常収支比率

年　度 平成
15年度

平成
16年度

経常収
支比率 95.1％ 97.1％

市債現在高

15年度
　0億

100億

105億

110億

115億

120億
（円）

16年度

市債現在高

１
１
８
億
９
３
４
１
万
７
千
円　

１
１
７
億
７
８
３
３
万
５
千
円　

１
１
８
億
９
３
４
１
万
７
千
円　

１
１
７
億
７
８
３
３
万
５
千
円　

地方税・地方交付税

15年度
　0億

20億

25億

30億

35億

40億
（円）
地方税 地方交付税交付金

31
億
５
万
５
千
円　
　

16年度

37
億
７
９
６
３
万
円　

38
億
６
１
７
万
１
千
円　

37
億
７
９
６
３
万
円　

38
億
６
１
７
万
１
千
円　

27
億
９
３
６
６
万
９
千
円

27
億
９
３
６
６
万
９
千
円

　
平
成
15
年
度
ま
で
減
収
が
続
い
て
い
た
地
方
税
が
平
成
16

年
度
は
や
や
増
収
と
な
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も
な
お
歳
出

財
源
不
足
を
補
う
に
は
至
ら
ず
、
結
果
と
し
て
、
積
立
金
を

大
幅
に
取
り
崩
す
こ
と
で
平
成
16
年
度
の
財
源
確
保
を
行
う

と
い
う
難
し
い
状
況
と
な
り
ま
し
た
。

※
『
平
成
16
年
度
の
主
な
財
政
状
況
』
は
、

「
普
通
会
計
」
で
の
算
出
と
な
り
ま
す
。
「
普

通
会
計
」
と
は
、
「
一
般
会
計
」
に
、
「
砂
沼

荘
会
計
」
、
「
用
地
先
行
会
計
」
及
び
「
東
部

第
一
会
計
の
一
部
」
を
合
算
し
た
数
値
で
す
。

積立金現在高

15年度
　0億

4億

6億

8億

10億

12億
（円）

16年度

特定目的財調 減債

2億

10
億
１
５
１
３
万
９
千
円　

６
億
２
２
５
６
万
９
千
円　

10
億
１
５
１
３
万
９
千
円　

６
億
２
２
５
６
万
９
千
円　
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歳
入
の
財
源
内
訳
は
、
自

主
財
源
が
45
・
9
％
、
依

存
財
源
が
54
・
1
％
と
な
っ

て
い
ま
す
。
自
主
財
源
の
主

な
も
の
は
市
税
で
、
自
主
財

源
の
約
７
割
を
占
め
て
い
ま

す
。
依
存
財
源
の
主
な
も
の

は
地
方
交
付
税
で
、
依
存
財

源
の
約
４
割
を
占
め
て
い
ま

す
。 一

般
会
計
歳
入

収
入
済
額

１
２
０
億

５
１
４
５
万
４
千
円

　

歳
出
の
目
的
別
経
費
で

は
、
民
生
費
が
一
番
多
く
、

全
体
の
24
・
9
％
。
つ
い
で

公
債
費
15
・
5
％
、
総
務
費

13
・
3
％
の
順
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

一
方
、
性
質
別
経
費
で

は
、補
助
費
等
が
一
番
多
く
、

全
体
の
20
・
5
％
。
つ
い
で

人
件
費
17
・
6
％
、
公
債
費

15
・
5
％
の
順
と
な
っ
て
い

ま
す
。 一

般
会
計
歳
出

支
出
済
額

１
１
４
億

９
８
０
１
万
６
千
円

性質別歳出決算の状況目的別歳出決算の状況
（商工費、労働費、災害復旧費、

予備費）
（維持補修費、積立金、貸付金、

投資及び出資金、
災害復旧費）

（分担金及び負担金、
　繰越金、諸収入、
　使用料及び手数料、
　財産収入、寄付金）

（地方譲与税、地方特例交付金、
　　自動車取得税交付金、

交通安全対策特別交付金）

※
市
民
一
人
あ
た
り
の
算
定
に
つ
い
て
は
、
一
般
会
計
の
収

入
済
額
及
び
支
出
済
額
を
、
平
成
17
年
３
月
31
日
現
在
の

下
妻
市
の
人
口
３
万
８
０
９
６
人
で
割
り
ま
し
た
。

市民１人あたりの市税　9万9,910円
固定資産税

市 民 税

た ば こ 税

軽自動車税

入 湯 税
0       3       6       7       3       4       5       6
　　　　　　　　　　　（千円）　　　　　　　　　　　      （万円） 

6,459円

1,401円

562円

民 生 費

公 債 費

総 務 費

衛 生 費

土 木 費

教 育 費

農 業 費

そ の 他

4万76円

3万3,606円

2万8,668円

1万5,079円

2万2,147円

0　　　1　　　2　　　3　　　4　　　5　　　6　　　7　　　8
　　　　　　　　　 （万円） 

市民１人あたりに使われたお金　30万1,820円

4万253円

4万6,744円

市債現在高　162億4,399万8千円

その他の中には、農業債、臨時財政対策債、減税補てん債、公営住宅債、土地
区画整理事業債、上水道出資債、臨時税収補てん債、附属庁舎建設事業債、消
防債、減収補てん債、用地先行取得事業債、住宅新築資金等貸付事業債、民生
債、労働債があります。

0        10        20       30       40       50       60       70
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　     （億円） 

下水道事業債 41億3,873万3千円

土 木 債 29億5,824万9千円

教 育 債 24億6,639万7千円

そ の 他 66億8,061万9千円66億8,061万9千円

7万5,276円7万5,276円

5万4,501円5万4,501円

※人口は、平成17年３月31日現在の（住民基本台帳人数36,430人）＋
　（外国人登録人数1,666人）＝ 38,096人で計算しました。

3万6,990円
※市民税の内訳
　個人  2万7,502円
　法人    　9,488円

特    別    会    計  （収入済額・支出済額）
会計

国民健康保険

老人保健

介護保険

下水道事業

砂沼荘

用地先行

東部第一

歳入

40億8,065万6千円

32億5,274万円 　

18億4,090万9千円

8億8,608万3千円

2,360万4千円

1,643万8千円

1億1,003万7千円

歳出

36億2,936万6千円

31億8,072万2千円

17億6,263万7千円

8億5,938万4千円

2,328万円　　

1,643万8千円

9,529万6千円

56789012345678901234

12345678901234567890123456789012

56789012345678901234

3456789034567890

56789012345678901234

12345678901234567890123456789012

1234567890123456789

78901234567890123

901234567890123

7890123456789012345678901234567890123

※
入
湯
税
に
つ
い
て
は
、
ビ
ア
ス
パ
ー
ク
し
も
つ
ま
及
び
道

の
駅
し
も
つ
ま
維
持
管
理
基
金
に
積
立
や
、
ビ
ア
ス
パ
ー

ク
し
も
つ
ま
の
施
設
維
持
等
の
た
め
に
活
用
し
ま
し
た
。

市税　
38億617万1千円

繰入金　
6億6,465万6千円

その他　
10億6,623万7千円

地方交付税
27億9,366万9千円

市債　
13億9,157万5千円

国庫支出金
8億9,628万2千円

民生費　
28億6,659万8千円

補助費等　　
23億5,144万7千円

人件費　　
20億2,067万9千円

公債費　　
17億8,074万6千円

　　物件費
16億1,717万5千円

　　扶助費
14億3,305万3千円

　　繰出金
12億2,183万3千円

普通建設事業
9億2,298万2千円

公債費　　
17億8,074万9千円

総務費　　
15億3,347万5千円

　　衛生費
15億2,672万6千円

　　土木費
12億8,024万4千円

　　教育費
10億9,212万2千円

平成16年度決算

市
の
お
金

平
成
16
年
度
決
算

下
妻
市
一
般
会
計
お
よ
び
特
別
会
計
の
決
算
を
公
表
し
ま
す
。

民生費　
28億6,659万8千円

公債費　　
17億8,074万9千円

総務費　　
15億3,347万5千円

　　衛生費
15億2,672万6千円

　　土木費
12億8,024万4千円

　　教育費
10億9,212万2千円

農業費　5億7,444万6千円
消防費　4億7,968万9千円

議会費　1億9,260万3千円
その他　1億7,136万4千円

歳出総額
114億9,801万6千円

歳出総額
114億9,801万6千円

補助費等　　
23億5,144万7千円

人件費　　
20億2,067万9千円

公債費　　
17億8,074万6千円

　　物件費
16億1,717万5千円

　　扶助費
14億3,305万3千円

　　繰出金
12億2,183万3千円

普通建設事業
9億2,298万2千円

その他　1億5,010万1千円

歳入総額
120億5,145万4千円

自主財源
45.9％

依存財源
54.1％

市税　
38億617万1千円

繰入金　
6億6,465万6千円

その他　
10億6,623万7千円

地方交付税
27億9,366万9千円

市債　
13億9,157万5千円

国庫支出金
8億9,628万2千円

県支出金
4億6,473万6千円

地方消費税交付金
3億9,255万7千円

その他　5億7,557万1千円

こ
の
よ
う
に

使
い
ま
し
た

■
財
政
課　
内
線
２
２
１
・
２
２
２



市    の    財    産

905,071 ㎡

103,876 ㎡

78 台

290 台

8億4,542万1千円
（特別会計分 1億1,375万4千円を含む）

土　　地

建　　物

車　　両

その他の機械

基　　金

特    別    会    計  （収入済額・支出済額）

会計

国民健康保険

老人保健

介護保険

下水道事業

砂沼荘

用地先行

東部第一

歳入

18億1,428万4千円

13億8,182万9千円

9億3,473万2千円

3億6,470万4千円

2,122万6千円

6,322万9千円

3,489万5千円

歳出

15億4,302万4千円

13億6,099万5千円

7億4,789万6千円

2億3,398万9千円

1,613万5千円

6,322万9千円

4,653万5千円

その他の中には、農業債、臨時財政対策債、減税補てん債、公
営住宅債、土地区画整理事業債、上水道出資債、臨時税収補て
ん債、附属庁舎建設事業債、消防債、減収補てん債、住宅新築
資金等貸付事業債、民生債、労働債、用地先行取得事業債があ
ります。

0 10 20 30 40 50 70
（億円）

土 木 債 28億1,819万2千円

教 育 債 23億2,552万4千円

60

下水道事業債 40億6,719万1千円40億6,719万1千円

そ の 他 63億6,294万4千円63億6,294万4千円

市債現在高　155億7,385万1千円

【
地
方
税
・
地
方
交
付
税
】

　

地
方
税
と
は
、
個
人
市
民
税
や

法
人
市
民
税
、
固
定
資
産
税
な
ど

を
主
な
も
の
と
し
て
い
ま
す
。
ま

た
、
地
方
交
付
税
と
は
、
地
方
公

共
団
体
が
自
由
に
使
用
で
き
る
国

か
ら
の
交
付
金
の
事
を
い
い
ま
す
。

【
積
立
金
現
在
高
】

　

積
立
金
に
は
、
思
わ
ぬ
出
費
に

費
、
民
生
費
、
衛
生
費
、
農
林
水

産
業
費
、
土
木
費
、
教
育
費
な
ど

の
行
政
目
的
を
基
準
と
し
て
経
費

を
分
類
し
た
も
の
を
言
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
地
方
公
共
団
体
に
お
け

る
予
算
及
び
決
算
の
『
款
・
項
』

の
区
分
を
基
準
し
た
も
の
で
す
。

【
性
質
別
歳
出
】

　

性
質
別
と
は
、
人
件
費
や
物
件

費
、
維
持
補
修
費
、
扶
助
費
、
普

通
建
設
事
業
費
、
公
債
費
な
ど
の

経
済
的
性
質
を
基
準
と
し
て
経
費

を
分
類
し
た
も
の
を
言
い
ま
す
。

こ
れ
は
、
地
方
公
共
団
体
に
お
け

る
予
算
及
び
決
算
の
『
節
』
の
区

分
を
基
準
と
し
た
も
の
で
す
。

【
目
的
別
歳
出
】

　

目
的
別
と
は
、
議
会
費
や
総
務

【
経
常
収
支
比
率
】

　

経
常
収
支
比
率
と
は
、
人
件

費
や
扶
助
費
な
ど
の
よ
う
に
、
経

常
的
に
支
出
し
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
経
費
に
、
地
方
税
や
地
方
交
付

税
な
ど
用
途
が
特
定
さ
れ
て
い
な

い
、
い
わ
ゆ
る
一
般
財
源
が
ど
の

程
度
充
て
ら
れ
て
い
る
か
を
判
断

す
る
も
の
で
す
。
こ
の
経
常
収
支

比
率
は
、
70
％
〜
80
％
の
範
囲
に

あ
る
こ
と
が
望
ま
し
い
と
考
え
ら

れ
て
い
ま
す
。

備
え
る
た
め
の
積
立
金
で
あ
る
財

政
調
整
基
金
の
他
、
地
方
債
の
償

還
な
ど
の
た
め
の
積
立
金
で
あ
る

減
債
基
金
、
条
例
に
基
づ
き
特
定

の
目
的
の
た
め
に
積
み
立
て
て
い

る
特
定
目
的
基
金
が
あ
り
ま
す
。

【
地
方
債
現
在
高
】

　

地
方
債
現
在
高
と
は
、
市
が
借

り
入
れ
た
地
方
債
の
各
年
度
末
に

お
け
る
未
償
還
元
金
の
合
計
額
の

事
を
い
い
ま
す
。

用
語
解
説

■
財
政
課

　
内
線
２
２
１
・
２
２
２
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歳
入
の
主
な
も
の
は
、
固
定
資
産
税
や
市
民
税
、
た
ば
こ
税
な
ど

の
市
税
、
及
び
地
方
公
共
団
体
の
財
政
力
に
応
じ
て
国
か
ら
配
分
さ

れ
る
地
方
交
付
税
で
、
歳
入
の
約
70
％
を
占
め
て
い
ま
す
。

一
般
会
計
歳
入

収
入
済
額　

60
億
６
１
８
４
万
５
千
円

　

歳
出
の
主
な
も
の
は
、
高
齢
者
や
障
害
者
、
子
ど
も
の
福
祉
な

ど
に
使
わ
れ
る
民
生
費
、
及
び
ご
み
の
処
理
や
母
子
保
健
、
検
診
な

ど
に
使
わ
れ
る
衛
生
費
、
選
挙
や
税
の
徴
収
、
広
報
紙
の
発
行
な
ど

行
政
運
営
に
使
わ
れ
る
総
務
費
で
全
体
の
50
％
以
上
を
占
め
て
い
ま

す
。 一

般
会
計
歳
出

支
出
済
額　

50
億
20
万
６
千
円

　　衛生費
7億7,122万4千円

総務費
6億8,904万1千円

公債費
6億2,916万5千円

土木費
5億4,959万円

平
成
17
年
度
予
算
の
執
行
状
況

平
成
17
年
度
予
算
の
執
行
状
況

市
の
家
計
簿
を
公
表
し
ま
す

平
成
17
年
度
予
算
の
執
行
状
況

平
成
17
年
９
月
30
日
現
在

歳入総額
（収入済額）
60億6,184万5千円

歳出総額
（支出済額）
50億20万6千円

民生費
13億958万4千円

　　衛生費
7億7,122万4千円

教育費　4億7,359万1千円
消防費　2億6,551万3千円

農業費　1億4,333万1千円
議会費　9,348万円
その他　7,568万7千円

（商工費、労働費）

　市　税
26億3,107万

3千円

　　地方交付税
17億6,802万3千円

繰越金　5億5,343万7千円

地方譲与税　1億3,090万3千円

国庫支出金　2億1,722万6千円
地方消費税交付金　2億45万5千円

地方特例交付金　1億2,281万4千円
その他　4億3,791万4千円
（繰入金、諸収入、分担金及び負担金、
　県支出金、使用料及び手数料、
　自動車取得税交付金、財産収入、
　利子割交付金、交通安全対策特別交付金、
　配当割交付金、寄附金、
　　　　　　　　株式譲渡所得割交付金）

総務費
6億8,904万1千円

公債費
6億2,916万5千円

土木費
5億4,959万円
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人
口
の
急
速
な
高
齢
化
に
と
も
な
い
、
医
療
費
が
増
え
続
け
て
い
ま
す
。
特
に
医
療
費
全
体
に
占
め
る
老
人
医
療
費
の
割
合
が
年
々

高
く
な
っ
て
い
ま
す
。
老
人
保
健
制
度
は
高
齢
者
が
安
心
し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
国
民
み
ん
な
が
協
力
し
合
っ
て
費
用
を

負
担
し
て
い
ま
す
。
大
切
な
医
療
費
を
無
駄
に
し
な
い
よ
う
、
日
頃
か
ら
健
康
づ
く
り
や
上
手
な
受
診
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

老人医療費の動向

平成13年度

700,000

650,000

600,000

0
平成14年度 平成15年度 平成16年度

4,853

4,993

1人当たりの医療費　
費用額（単位：円）

平均受給者数
（単位：人）

750,000

709,013

676,396

664,916

720,304

0

5,500

5,000

4,500

4,000

4,812

4,618

550,000 3,500
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平
成
14
年
10
月
の
老
人
保
健
法
の
改
正
に

よ
っ
て
、
老
人
保
健
制
度
の
対
象
年
齢
が
70

歳
か
ら
75
歳
以
上
段
階
的
に
引
き
上
げ
ら
れ

ま
し
た
。（
す
で
に
受
給
さ
れ
て
い
る
方
は
、

引
き
続
き
老
人
保
健
で
お
医
者
さ
ん
に
か
か

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。）
ま
た
、
75
歳
に
な

る
ま
で
は
前
期
高
齢
者
と
し
て
加
入
す
る
各

健
康
保
険
で
医
療
を
受
け
る
こ
と
に
な
り
ま

す
。
た
だ
し
、
一
定
の
障
害
が
あ
り
認
定
を

受
け
た
人
は
65
歳
か
ら
「
老
人
保
健
」
で
お

医
者
さ
ん
に
か
か
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

ま
た
、
老
人
保
健
対
象
者
と
な
り
ま
し

て
も
国
民
健
康
保
険
や
職
場
の
健
康
保
険
な

ど
、
医
療
保
険
に
加
入
し
て
い
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
の
で
、
保
険

税
（
料
）
は
こ
れ
ま
で
ど
お
り
納
め
て
い
た

だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

医
療
を
受
け
た
と
き
に
支
払
う
自
己
負

担
は
、
所
得
に
応
じ
て
医
療
費
の
１
割
ま
た

は
２
割
で
す
。（
前
期
高
齢
者
も
同
じ
負
担

割
合
に
な
り
ま
す
。）
１
カ
月
の
自
己
負
担

額
が
限
度
額
を
超
え
た
場
合
は
、
高
額
医
療

費
と
し
て
指
定
さ
れ
た
口
座
へ
振
込
み
し
ま

す
。
該
当
す
る
方
に
は
、
受
診
月
の
３
カ
月

後
に
市
か
ら
「
老
人
保
健
高
額
医
療
費
支
給

申
請
の
通
知
書
」
を
送
付
し
ま
す
の
で
、
必

ず
支
給
申
請
の
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

（
口
座
登
録
の
な
い
方
の
み
）
申
請
を
忘
れ

る
と
、
高
額
医
療
費
は
戻
っ
て
き
ま
せ
ん
の

で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。　

　

老
人
保
健
法
に
基
づ
く
下
妻
市
の
老
人
医

療
受
給
者
は
、
平
成
15
年
度
平
均
４
８
１
２

人
で
総
人
口
の
12
・
99
％
、
平
成
16
年
度
平

均
４
６
１
２
人
で
総
人
口
の
12
・
66
％
で
、

受
給
者
は
対
象
年
齢
が
引
き
上
げ
ら
れ
た
こ

と
に
よ
り
、
減
少
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
16
年
度
の
老
人
医
療
費
は
総
費
用
額

33
億
２
６
３
６
万
円
で
前
年
度
よ
り
1
・
09

％
増
加
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
を
１
人
あ
た
り

の
医
療
費
に
す
る
と
72
万
円
に
な
り
ま
す
。

15
年
度
の
１
人
あ
た
り
の
医
療
費
は
、
66
万
５

千
円
で
５
万
５
千
円
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。  

　

医
療
費
が
増
加
す
る
と
、
保
険
税
の
値
上

げ
な
ど
、
自
分
自
身
の
負
担
も
増
え
る
こ
と

に
な
り
ま
す
。
お
医
者
さ
ん
に
は
上
手
に
か

か
り
ま
し
ょ
う
。

１　

定
期
的
に
健
康
診
断
を
受
け
、
病
気
の

　
　

早
期
発
見
・
早
期
治
療
を
こ
こ
ろ
が
け

　
　

ま
し
ょ
う

２  

同
じ
病
気
で
複
数
の
病
院
を
受
診
す
る

　
　

の
は
や
め
ま
し
ょ
う

３　

お
医
者
さ
ん
を
信
頼
し
、
指
示
を
守
り

　
　

ま
し
ょ
う

４　

薬
は
お
医
者
さ
ん
の
指
示
ど
お
り
、
正

　
　

し
く
服
用
し
ま
し
ょ
う

５　

か
か
り
つ
け
医
を
持
ち
ま
し
ょ
う

　

次
の
よ
う
な
と
き
は
、
市
保
険
年
金
課
へ

届
出
を
し
て
く
だ
さ
い
。

１　

交
通
事
故
に
遭
い
、
老
人
保
健
で
受
診

　
　

し
た
と
き

２　

保
険
証
が
か
わ
っ
た
と
き
（
記
号
、
番

　
　

号
が
変
わ
っ
た
場
合
も
含
む
）

３　

住
所
を
変
更
し
た
と
き

４　

他
市
町
村
へ
転
出
す
る
と
き保険年金課

内線 124・125

ウォーキングで健康づくり(市民健康まつりで) ウォーキングの前には必ず準備運動を

医療費は
一人ひとりの
こころがけ

老
人
保
健
制
度
対
象
年
齢
と
自
己
負
担

一
部
負
担
金
は

対
象
年
齢
は

老
人
医
療
受
給
者

一
人
あ
た
り
の
医
療
費
は
年
間
72
万
円

医
療
費
を
大
切
に

受
給
者
の
み
な
さ
ん
へ

医療福祉費支給制度（マル福）が
変わりました

少子化対策の一環として、子育て家庭の軽減を図るため
に平成１７年１１月から医療福祉費制度（マル福）対象
年齢の拡大がされました。

＊改正時期：平成１７年１１月診療分から

＊対象者
妊産婦：母子保健法に基づく届出をした妊産婦
乳幼児：小学校入学前
母　子：母子家庭で１８歳未満の児童と母親、２０歳
　　　　未満の高校在学者及び障害児と母親
父　子：父子家庭で１８歳未満の児童と父親、２０歳
　　　　未満の高校在学者及び障害児と父親

•身体障害者手帳１級・２級または内部
　障害で３級の方
•障害福祉年金または障害年金１級に該
　当する方
•療育手帳の判定が「 Ⓐ 」または「Ａ」
　の方
•身体障害者手帳３級かつ療育手帳の判
　定が「Ｂ」の方

｛重　　度
高齢重度

＊改正点
①自己負担

乳幼児
妊産婦
母子家庭
父子家庭

外来１日500円
(月２回を限度)
入院自己負担なし

改正前

⇒
外来１日600円
(月２回を限度)
入院１日300円
(月3,000円を限度)

改正後

妊産婦・４歳未満児の自己負担助成は継続になります。
母子･父子の自己負担助成は、１１月診療分より廃止
になります。

重度心身
障害者等

自己負担なし ⇒ 改正なし
(自己負担なし)

②入院時の食事代は助成対象外となります。
　（重度心身障害者の方は、平成１７年１１月から平
　成１９年３月までの間は標準負担額の２分の１の助
　成措置があります。）
　ただし、妊産婦・４歳未満児及び４歳未満の障害児
　については、市で助成します。

ウォーキングの前には必ず準備運動をウォーキングで健康づくり(市民健康まつりで)



休耕地等の草刈りを
お願いします。

　今回の「国際緊急援助隊」を構成する消防庁関係の
組織です。
　職員３５０名以上の消防本部が加盟し、大規模災害
発生から２４時間以内に出動する救助チームで、現在
６２消防本部５９９名（県内では西南広域消防本部８
名のみ）が登録し、毎年１回訓練を行い救命技術の向
上を図っています。今回は１４回目の海外出動です。
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　私たちが生活をしていく上で、何気なく出しているごみも、処理するためには
多額の費用がかかっています。
　具体的にどれくらいかかっているのか、平成１６年度の下妻地方広域事務組合
と下妻市のごみ処理経費の実態についてお知らせします。

　下妻地方広域事務組合は、下妻市、八千代町、石下町、
千代川村から出されたごみを、「クリーンポート・きぬ」
で破砕・焼却の中間処理を行い、八千代町にある「クリー
ンパーク・きぬ」で埋立ての最終処分を行っています。

パキスタン大地震の
国際緊急援助隊に
下妻消防署職員
(吉原司令) を派遣

〈10月９日から10日間〉

　１０月８日パキスタン北部に発生した大地震の災害救
助のため、下妻消防署の吉原司

つとむ
司令が国際緊急援助隊員

として派遣され、１０月１８日に帰国しました。
　国際緊急援助隊は、いたるところで石・レンガ造りの
家屋が倒壊したバタグラム郡（標高１, ５００メートル）
やバターモーリー地区（標高２, ０００メートル）で救
助活動を実施し、生存者は発見できなかったものの、が
れきの下から３遺体を収容しました。
　今回の国際緊急援助隊は、消防庁・警視庁･海上保安
庁の職員からなる総勢４９名で、茨城県内では初めての
参加でした。
　吉原司令は、阪神大震災や新潟県中越地震でも救助に
携わっており、「この貴重な体験を生かし若手育成に努
めたい。」と決意を新たにしています。

　最近、田んぼや畑の休耕地（耕作放棄地）や雑種
地の雑草の繁茂により周辺住民の生活環境が悪化し
ています。
　ゴミなどの不法投棄や防災上などの点からも定期
的な管理をして欲しいとの要望が数多く寄せられて
います。
　地権者の皆様にはこういった状況を未然に防げる
よう適切な管理をよろしくお願いします。

※ご相談・問い合わせ先
　　農政課・環境保全課
　　　農　政　課　内線５３２・５３３
　　　環境保全課　内線１５２・１５３

②販売収入等
　•指定ごみ袋販売代金……
　•資源ごみ売却代金………
　　　　　　計

１, ０１５万１千円
７２万３千円

１, ０８７万４千円

◎下妻市民１人当たりのごみ処理費用
　（①ごみ処理費用－②販売収入等）
　　　　　　　÷平成１６年４月１日現在常住人口
　（７億７, ７４７万５千円－１, ０８７万４千円 )
　　　　　　　÷３７, ２８９人＝２０, ５５８円／人

　このように、ごみ処理には多くの費用がかかり、市全体
の財政を圧迫する大きな要因になっています。
　ごみ処理の費用を軽減するには、まず、ごみそのものを
出さないこと。そして、まだまだ使えるものの再利用、次
に、分別し資源としてのリサイクル、これらがとても大切
です。
　ごみの減量化に引き続き、市民の皆さんのご協力をお願
いします。 環境保全課
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※ごみ処理経費合計 7億３, ４２１万７千円を
　ごみ処理量合計２５, ８８２. １４ｔで除して計算
（処理経費は、積立金、用地購入費、公債費を除いています。）

①下妻市ごみ処理費用：７億７, ７４７万５千円 市長に救助活動の報告をする吉原司令

倒壊現場での救助活動の様子倒壊現場での救助活動の様子

平成16年度
決　算 こんなにかかっています !ごみ処理経費

市長に救助活動の報告をする吉原司令

■国際消防救助隊について

※写真は参考であり、本文とは関係ありません。

下妻地方広域事務組合の
ごみ処理費用は
１トン当たり２８,３６８円

■１トン当たりのごみ処理経費内訳
　－下妻市・八千代町・石下町・千代川村－

人件費
2,662円
9.4％ 電気料

2,463円
8.7％

薬品等
1,687円 5.9％

委託料
17,447円
61.5％

施設修繕及び改修費
　　2,672円
　　9.4％

その他　1,072円　3.8％

燃料費
　365円
　1.3％

■平成16年度「クリーンポート・きぬ」
　ごみ搬入実績
ごみの種類 ごみ搬入量(ｔ) 下妻市のごみ搬入量(ｔ) 構成比(％)

可燃ごみ 23,196.91 11,697.80 50.4

不燃ごみ 1,916.40 1,002.36 52.3

粗大ごみ 737.63 304.89 41.3

有害ごみ 31.20 8.72 27.9

計 25,882.14 13,013.77 50.3

■市町村別「クリーンポート・きぬ」
　ごみ搬入実績：25,882.14ｔ

下妻市
13,013.77t
50.3％

八千代町
3,936.79t
15.2％

石下町
6,300.55t
24.3％

千代川村
2,449.85t
　　9.5％

石下千代川給食組合　75.56t　0.3％
広域の施設　55.67t　0.2％
国・県の機関　49.95t　0.2％

平成16年度下妻市民１人当たり
のごみ処理費用は２０,５５８円

下妻地方広域
事務組合処理費
(負担金)
2億3,843万6千円

30.7％

下妻地方広域事務組合
運営費(負担金)
2億8,790万7千円

37.0％

下妻地方広域
事務組合最終
処分費(負担金)
1億6,326万5千円

21.0％

可燃・不燃ごみ収集委託料
5,134万2千円　6.6％

資源ごみ(古紙類)収集処分
委託料　378万円　0.5％

資源ごみ(ビン・カン類)収集
委託料　1,513万5千円　1.9％

ごみ袋取扱手数料
871万3千円　1.1％

指定ごみ袋作成費用
889万7千円　1.1％
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消
防
団
の
代
表
選
手
が
参
加
し
、

消
防
ポ
ン
プ
自
動
車
の
正
確
・
迅

速
な
操
作
方
法
や
士
気
・
規
律
な

ど
を
競
い
合
い
ま
し
た
。

　

下
妻
市
か
ら
は
第
５
分
団
（
上

妻
地
区
）
が
代
表
と
し
て
参
加

し
、
４
ヶ
月
間
に
及
ぶ
厳
し
い
訓

練
の
成
果
と
抜
群
の
チ
ー
ム
ワ
ー

ク
を
発
揮
し
、
第
４
位
入
賞
と
健

闘
し
ま
し
た
。
大
会
を
通
じ
て
、

地
域
の
消
防
・
防
災
活
動
に
必
要

な
、
消
防
技
術
や
結
束
力
の
向
上

を
図
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

大
会
の
結
果
は
、
優
勝
が
石
下

町
消
防
団
、
準
優
勝
が
古
河
市
総

和
消
防
団
、
３
位
が
八
千
代
町
消

防
団
で
し
た
。

ン
テ
ィ
ア
が
協
力
し
、
春
の
「
子

ど
も
読
書
週
間
」
と
秋
の
「
読
書

週
間
」
の
時
期
に
開
催
し
て
い
ま

す
。

　

そ
れ
ぞ
れ
の
会
場
で
は
、
絵
本

の
読
み
聞
か
せ
や
紙
芝
居
、
朗
読

劇
な
ど
が
催
さ
れ
、
図
書
館
に
初

め
て
来
た
参
加
者
も
い
て
、
多
く

の
人
で
賑
わ
い
ま
し
た
。

　

図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ

ん
は
、
日
ご
ろ
「
読
み
聞
か
せ
」、

「
朗
読
」、「
美
化
」、「
書
架
整
理
・

図
書
修
理
」
な
ど
、
グ
ル
ー
プ
ご

と
に
活
動
し
て
お
り
、
こ
の
日
は

そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
を
い
か
し
た
催

し
物
を
企
画
し
て
参
加
し
た
皆
さ

ん
に
楽
し
ん
で
も
ら
い
ま
し
た
。

図
書
館　

☎
電
話
43

－

８
８
１
１

グ
ラ
ム
、
鬼
怒
川
（
筑
西
市
川
島

地
内
）
で
30
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
稚
魚

が
放
流
さ
れ
ま
し
た
。組
合
で
は
、

定
期
的
に
魚
の
稚
魚
な
ど
の
放
流

を
行
っ
て
い
ま
す
が
、
市
内
で
放

流
す
る
の
は
今
回
が
初
め
て
。
今

後
は
、
う
な
ぎ
の
他
に
フ
ナ
、
ア

ユ
な
ど
も
放
流
し
て
い
き
た
い
と

話
し
て
い
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
う
な
ぎ
は
、
放
流

さ
れ
た
小
貝
川
で
５
年
か
ら
６
年

ほ
ど
生
息
し
、
成
長
す
る
と
深
さ

２
０
０
０
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
の
海
で

産
卵
、（
う
な
ぎ
を
海
で
捕
獲
す

る
の
は
難
し
い
そ
う
で
す
。）
そ

の
後
、
育
っ
た
川
に
戻
っ
て
く
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

ム
ラ
サ
キ
の
観
察
会
が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
森
の
中
で
は
、
あ
る
生

徒
は
孵ふ

化か

で
き
な
か
っ
た
卵
の
写

真
を
撮
り
、
ま
た
あ
る
生
徒
は
オ

　

10
月
16
日
に
市
立
図
書
館
で
、

秋
の
図
書
館
ま
つ
り
が
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
ま
つ
り
は
、
よ
り
多

く
の
人
が
読
書
に
親
し
ん
で
も
ら

お
う
と
、
図
書
館
と
図
書
館
ボ
ラ

川
祝
橋
の
上
流
で
実
施
さ
れ
ま
し

た
。

　

こ
の
日
は
、
小
貝
川
で
20
キ
ロ

　

鬼
怒
小
貝
漁
業
協
同
組
合
（
坂

入
浩
組
合
長
理
事
）
に
よ
る
、
う

な
ぎ
の
放
流
が
10
月
４
日
、
小
貝

　

10
月
14
日
、
小
貝
川
ふ
れ
あ
い

公
園
内
の「
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
の
森
」

で
、
常
陸
大
宮
市
立
長
倉
小
学
校

5
年
生
18
人
が
参
加
す
る
、
オ
オ

オ
ム
ラ
サ
キ
が
好
む
ク
ヌ
ギ
を
観

察
す
る
な
ど
、
皆
積
極
的
に
観
察

を
し
て
い
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
4
年
生
か
ら
オ

オ
ム
ラ
サ
キ
を
育
て
て
い
ま
し
た

が
、
羽
化
す
る
前
に
ほ
と
ん
ど
が

死
ん
で
し
ま
っ
た
そ
う
で
す
。
そ

こ
で
、
よ
り
詳
し
く
生
態
を
知
る

こ
と
で
う
ま
く
飼
育
で
き
る
の
で

は
と
、「
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
と
森
の

文
化
の
会
」
会
長
で
今
回
の
講
師

で
も
あ
る
石
倉
さ
ん（
市
内
半
谷
）

に
、
観
察
会
を
依
頼
し
た
と
の
こ

と
で
す
。

＊
観
察
会
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ

せ
先

：

「
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
と
森
の

文
化
の
会
」（
会
長　

石
倉　

清

さ
ん
）
☎
44

－

０
４
７
０　

　

第
56
回
茨
城
県
消
防
ポ
ン
プ
操

法
競
技
大
会
西
南
地
区
大
会
が
、

10
月
23
日
水
海
道
市
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
大
会
に
は
12
市
町
村
の

た
、
６
年
生
の
外
山
智
之
さ
ん
作

詞
、
袖
山
先
生
作
曲
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
曲
「
や
さ
し
い
空
」
と
、
子
ど

も
た
ち
が
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
用
に
編

曲
し
た
校
歌
を
全
児
童
で
合
唱
し

ま
し
た
。

　

児
童
も
保
護
者
も
し
ば
し
管
弦

楽
の
調
べ
に
、
音
楽
の
す
ば
ら
し

さ
を
感
じ
、
す
て
き
な
時
間
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

下
妻
小
学
校
で
は
９
月
28
日
、

神
奈
川
フ
ィ
ル
ハ
ー
モ
ニ
ー
管
弦

楽
団
を
招
き
、
文
化
庁
主
催
に
よ

る
「
本
物
の
舞
台
芸
術
体
験
」
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

１
年
生
か
ら
３
年
生
は
カ
ス
タ

ネ
ッ
ト
と
ピ
ア
ニ
カ
で
、「
お
も

ち
ゃ
の
交
響
曲
」
を
、
４
年
生
か

ら
６
年
生
は
リ
コ
ー
ダ
ー
で
「
ペ

ル
シ
ャ
の
市
場
に
て
」
を
管
弦
楽

団
と
と
も
に
合
奏
し
ま
し
た
。
ま

中
高
生
を
対
象
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
で
禁
煙
教
育
を
行
っ
て
き
ま
し

た
。

　

10
月
５
日
、
厚
生
労
働
大
臣
か

ら
表
彰
状
が
贈
ら
れ
、
翌
６
日
に

は
、
皇
居
で
天
皇
皇
后
両
陛
下
の

ご
拝は
い

謁え
つ

を
賜た
ま
わり
ま
し
た
。

　

保
健
文
化
賞
は
昭
和
24
年
度
に

創
設
さ
れ
、
現
在
で
は
保
健
衛
生

分
野
の
最
も
権
威
あ
る
賞
と
し
て

高
い
評
価
を
得
て
い
ま
す
。

　

こ
の
た
び
、
平
間
病
院
（
江
）

の
平
間
敬
文
院
長
が
、
永
年
の
禁

煙
教
育
活
動
が
認
め
ら
れ
て
、
第

57
回
保
健
文
化
賞
を
受
賞
さ
れ
ま

し
た
。
全
国
で
10
団
体
、
個
人
６

名
、
禁
煙
教
育
の
分
野
で
は
初
め

て
の
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

平
間
院
長
は
、
映
像
教
材
の
作

成
な
ど
、
主
に
学
校
教
育
現
場
に

お
い
て
禁
煙
教
育
講
演
会
活
動
を

展
開
、１
９
８
４
年
か
ら
21
年
間
、

大健闘 ! ４位入賞
第56回消防ポンプ操法大会

大きく育って戻っておいで

小貝川でうなぎの

稚魚を放流

図書館ボランティアしもつまが大活躍

図書館まつり

下
妻
小
学
校
で

本
物
の
舞
台
芸
術
を
体
験

もっと知りたい、オオムラサキ

オオムラサキ
観察会開催される

永
年
の
禁
煙
教
育
活
動
が
認
め
ら
れ
て

『
保
健
文
化
賞
』
を
受
賞
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︿
敬
称
略
﹀

県
高
校
新
人
水
泳
競
技
大
会

（
９
月
25
日
、
取
手
市
）

４
０
０
m
自
由
形

第
４
位　

鈴
木
美
香
（
八
千
代
高
）

１
０
０
m
平
泳
ぎ

第
３
位　

黒
須
雄
大
（
下
妻
一
高
）

平
成
17
年
度　
県
中
学
校
新
人
体
育

大
会
市
内
予
選
会

（
10
月
１
日
、
市
内
各
会
場
）

■
野
球

東
部
中
６

－

０
下
妻
中

■
サ
ッ
カ
ー

下
妻
中
８

－

０
東
部
中

■
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル

男
子
の
部

下
妻
中
83

－

22
東
部
中

女
子
の
部

下
妻
中
45

－

27
東
部
中

■
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

女
子
の
部

下
妻
中
２

－

０
東
部
中

■
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル

東
部
中
14

－

12
下
妻
中

■
卓
球

男
子
の
部

《
団
体
戦
》

東
部
中
４

－

１
下
妻
中

《
シ
ン
グ
ル
ス
》

第
１
位　

薗
部
進
也
（
東
部
中
）

第
２
位　

石
島　

豊
（
東
部
中
）

第
３
位　

伊
藤
将
平
（
東
部
中
）

　
　
　
　

霜
村
卓
磨
（
東
部
中
）

《
ダ
ブ
ル
ス
》

第
１
位　

石
島　

豊

　
　
　
　

馬
場
亮
太
（
東
部
中
）

女
子
の
部

《
団
体
戦
》

東
部
中
５

－

０
下
妻
中

《
シ
ン
グ
ル
ス
》

第
１
位　

大
塚
夏
樹
（
東
部
中
）

第
２
位　

大
塚
真
弓
（
東
部
中
）

第
３
位　

横
瀬
真
唯
（
東
部
中
）

　
　
　
　

田
宮
佳
怜
（
東
部
中
）

《
ダ
ブ
ル
ス
》

第
１
位　

平
山
真
里

　
　
　
　

横
瀬
真
唯
（
東
部
中
）

■
バ
ド
ミ
ン
ト
ン

男
子
の
部

《
団
体
の
部
》

東
部
中
３

－

０
下
妻
中

《
シ
ン
グ
ル
ス
》

第
１
位　

粟
野
隆
彦
（
東
部
中
）

第
２
位　

古
賀
友
一
郎
（
下
妻
中
）

第
３
位　

栗
原
康
晃
（
東
部
中
）

　
　
　
　

坪
井
賢
志
（
東
部
中
）

《
ダ
ブ
ル
ス
》

第
１
位　

山
崎　

卓

　
　
　
　

小
村
亮
太
（
下
妻
中
）

第
２
位　

村
吉
泰
正

　
　
　
　

和
田
遼
太
（
東
部
中
）

第
３
位　

大
島
啓
輔

　
　
　
　

横
瀬
剛
典
（
下
妻
中
）

　
　
　
　

荒
岡
宏
文

　
　
　
　

和
田
翔
太
（
東
部
中
）

女
子
の
部

《
団
体
戦
》

下
妻
中
２

－

１
東
部
中

《
シ
ン
グ
ル
ス
》

第
１
位　

藤
井
由
香
（
東
部
中
）

第
２
位　

白
井
真
実
（
下
妻
中
）

第
３
位　

松
崎
千
樹
香
（
東
部
中
）

　
　
　
　

早
乙
女
夏
稀
（
下
妻
中
）

《
ダ
ブ
ル
ス
》

第
１
位　

倉
金
由
紀

　
　
　
　

飯
塚
美
咲
（
東
部
中
）

第
２
位　

水
越　

舞

　
　
　
　

飯
野
有
理
美
（
東
部
中
）

第
３
位　

黒
川
美
香

　
　
　
　

櫻
井
理
恵
（
下
妻
中
）

　
　
　
　

野
口
梨
恵

　
　
　
　

染
谷
沙
織
（
下
妻
中
）

■
ソ
フ
ト
テ
ニ
ス

男
子
の
部

《
団
体
戦
》

東
部
中
３

－

０
下
妻
中

《
個
人
戦
》

第
１
位　

本
澤
輝
和

　
　
　
　

森
濱
憲
志
（
東
部
中
）

第
２
位　

吉
原
翔
真

　
　
　
　

龍
野
貴
稜
（
東
部
中
）

第
３
位　

深
谷
航
太

　
　
　
　

塚
田
拓
己
（
下
妻
中
）

女
子
の
部

《
中
学
生
女
子
の
部
》

優　

勝　

小
島
美
穂
（
下
妻
中
）

準
優
勝　

塚
越
な
つ
美
（
下
妻
中
）

第
３
位　

山
口
優
子
（
下
妻
中
）

■
剣
道
の
部

団
体

《
小
学
生
の
部
》

優　

勝　

下
妻
剣
道
教
室
Ｂ

準
優
勝　

下
妻
剣
道
教
室
Ａ

第
３
位　

下
妻
剣
道
教
室
Ｃ

《
中
学
生
男
子
の
部
》

優　

勝　

東
部
中
学
校
Ａ

第
３
位　

下
妻
中
学
校

《
中
学
生
女
子
の
部
》

優　

勝　

東
部
中
学
校
Ａ

第
３
位　

下
妻
中
学
校

個
人

《
小
学
校
３
年
生
以
下
の
部
》

準
優
勝　

国
府
田
俊
也

（
下
妻
剣
道
教
室
）

《
小
学
校
４
年
生
の
部
》

優　

勝　

平
石
裕
香
子

（
下
妻
剣
道
教
室
）

第
３
位　

福
田
拓
巳（下

妻
剣
道
教
室
）

《
小
学
校
５
年
生
の
部
》

優　

勝　

鈴
木　

崇（下
妻
剣
道
教
室
）

準
優
勝　

山
﨑
幸
弥（下

妻
剣
道
教
室
）

第
３
位　

植
竹
大
河（下

妻
剣
道
教
室
）

《
小
学
校
６
年
生
の
部
》

準
優
勝　

横
瀬
七
海（下

妻
剣
道
教
室
）

《
団
体
戦
》

下
妻
中
３

－

０
東
部
中

《
個
人
戦
》

第
１
位　

羽
田
知
紗

　
　
　
　

野
村
夕
貴
（
下
妻
中
）

第
２
位　

後
藤
麻
美

　
　
　
　

浅
野
友
佳
（
下
妻
中
）

第
３
位　

市
村　

彩

　
　
　
　

塚
本
有
沙
（
東
部
中
）

■
柔
道

男
子
の
部

《
団
体
戦
》

下
妻
中
２

－

０
東
部
中

《
個
人
戦
》

第
１
位　

塚
田
健
太
（
下
妻
中
）

第
２
位　

横
島
康
平
（
東
部
中
）

第
３
位　

堀
井
大
器
（
下
妻
中
）

　
　
　
　

松
元
克
成
（
下
妻
中
）

女
子
の
部

《
団
体
戦
》

下
妻
中
２

－

１
東
部
中

《
個
人
戦
》

第
１
位　

小
島
美
穂
（
下
妻
中
）

第
２
位　

横
瀬
千
紘
（
東
部
中
）

第
３
位　

江
面
茉
依
（
下
妻
中
）

　
　
　
　

横
島
千
春
（
東
部
中
）

■
剣
道

男
子
の
部

《
団
体
戦
》

東
部
中
４

－

０
下
妻
中

《
個
人
戦
》

第
１
位　

横
瀬
稜
真
（
東
部
中
）

第
２
位　

粟
野　

誠
（
東
部
中
）

第
３
位　

猪
野
木
直
也
（
下
妻
中
）

　
　
　
　

八
十
岡
卓
也
（
東
部
中
）

女
子
の
部

《
団
体
戦
》

東
部
中
４

－

０
下
妻
中

《
個
人
戦
》

第
１
位　

吉
井
真
美
（
東
部
中
）

第
２
位　

生
井
沙
也
加
（
東
部
中
）

第
３
位　

鉄
羅
沙
耶
（
東
部
中
）

　
　
　
　

戸
井
田
美
穂
（
東
部
中
）

　
第
52
回　
下
妻
地
区
青
少
年
防
犯
柔

道
剣
道
大
会

（
８
月
21
日
、
下
妻
市
総
合
体
育
館
）

■
柔
道
の
部

団
体

《
小
学
生
低
学
年
の
部
》

優　

勝　
下
妻
柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

第
３
位　

高
道
祖
道
場

《
小
学
生
高
学
年
の
部
》

優　

勝　
下
妻
柔
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

第
３
位　

高
道
祖
道
場

《
中
学
生
男
子
の
部
》

優　

勝　

東
部
中
学
校
Ａ

準
優
勝　

東
部
中
学
校
Ｂ

第
３
位　

下
妻
中
学
校
Ａ

《
一
般
・
高
校
男
子
の
部
》

第
３
位　

高
道
祖
道
場

個
人

《
中
学
生
男
子
１
級
以
下
の
部
》

準
優
勝　

為
我
井
章
浩
（
下
妻
中
）

第
３
位　

堀
井
大
器
（
下
妻
中
）

第
３
位　

高
嶋
洸
司
（
下
妻
中
）

《
中
学
生
男
子
初
段
以
上
の
部
》

優　

勝　

草
間
健
太
（
下
妻
中
）

準
優
勝　

樽　

隼
輝
（
東
部
中
）

第
３
位　

柳
川
拓
人
（
東
部
中
）

第
３
位　

青
柳
奈
津
美

（
下
妻
剣
道
教
室
）

《
中
学
生
男
子
１
・
２
年
生
の
部
》

優　

勝　

猪
野
木
直
也
（
下
妻
中
）

第
３
位　

鈴
木　

寛
（
東
部
中
）

第
３
位　

粟
野　

誠
（
東
部
中
）

《
中
学
生
男
子
３
年
生
の
部
》

優　

勝　

猪
野
木
裕
也
（
下
妻
中
）

準
優
勝　

門
井　

舜
（
下
妻
中
）

《
中
学
生
女
子
１
・
２
年
生
の
部
》

優　

勝　

吉
井
真
実
（
東
部
中
）

準
優
勝　

生
井
沙
也
加
（
東
部
中
）

《
中
学
生
女
子
３
年
生
の
部
》

優　

勝　

増
田
実
奈
美
（
東
部
中
）

準
優
勝　

飯
野
美
咲
（
東
部
中
）

第
３
位　

熊
谷
あ
ゆ
み
（
下
妻
中
）

第
３
位　

高
野
明
代
（
東
部
中
）

《
一
般
・
高
校
男
子
の
部
》

優　

勝　

石
浜
義
峰
（
東
部
剣
道
）

準
優
勝　

熊
谷
誠
樹（下

妻
剣
道
教
室
）

《
一
般
・
高
校
女
子
の
部
》

準
優
勝　

川
村
薫
子（下

妻
剣
道
教
室
）

第
３
位　

塚
田
沙
也
加（
下
妻
二
高
）

第
５
回
東
日
本
学
校
吹
奏
楽
大
会

（
10
月
８
日
、
千
葉
文
化
会
館
）

コ
ン
ク
ー
ル
部
門

　

中
学
校
Ｂ
の
部　

　

金
賞　

下
妻
中
学
校

〈敬称略〉口   頭   詩口   頭   詩

ふ
た
り
は
さ
く
ら
ん
ぼ

 

と
さ 

は
る
か

 
 
 
 

４
歳
１
か
月

︵
法
泉
寺
保
育
園
︶

バ
ッ
ク
も
っ
て
あ
げ
る

マ
マ 

さ
く
ら
ん
ぼ
み
た
い
で
し
ょ

あ
や
と
は
る
も
さ
く
ら
ん
ぼ

だ
っ
て
さ

い
っ
つ
も
い
っ
し
ょ
だ
か
ら
さ

【
解
説
】　

二
人
分
の
通
園
バ
ッ
グ
を
交

互
に
肩
か
ら
ぶ
ら
下
げ
て
言
っ
た
一
言

で
す
。
双
子
な
の
で
二
人
は
い
つ
も
一

緒
。
そ
の
姿
が
二
つ
並
ん
だ
さ
く
ら
ん

ぼ
と
同
じ
だ
と
、感
じ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

採
集　

母　

土
佐
ひ
と
み

わ
ら
べ
う
た
・
あ
そ
び
ラ
ン
ド

く
さ
ぶ
え
27
集
よ
り

　
ペ
ー
ジ
を
め
く
る
と
そ
こ

に
は
、
子
ど
も
の
世
界
が
あ

り
ま
す
。
純
粋
な
心
か
ら
生

ま
れ
た
つ
ぶ
や
き
は
、
大
人

に
は
な
い
感
性
が
あ
り
、
読

む
人
の
心
を
和
ま
せ
ま
す
。

頒
布
価
格
１
、０
０
０
円

〔
問
い
合
わ
せ
先
〕

市
教
育
委
員
会
生
涯
学
習
課

内
線
５
１
８

く
さ
ぶ
え

く
さ
ぶ
え

く
さ
ぶ
え

27
集
が

発
刊
さ
れ
ま
し
た

〜
わ
ら
べ
う
た
・

　
　

あ
そ
び
ラ
ン
ド
〜

秋
光
や
広
野
の
中
の
新
駅
舎 

 
 
 

塚
田
三
樹
子

■ 

俳 

句 

■

残
暑
な
お
き
び
し
く
あ
れ
ど
一

夜
な
る
時
雨
に
濡
れ
て
訪
づ
る

る
秋 
 
 
 
 

門
井 
 

蘭

■ 

短 

歌 

■

市
民
文
芸

市
民
文
芸

〈敬称略〉

香
り
た
つ
月
下
美
人
の
傍
ら
に

目
つ
む
り
て
聴
く
﹁
ソ
ル
ヴ
ェ

ー
グ
の
歌
﹂ 
  

横
倉 
 

弓

お
詫
び
と
訂
正 

広
報
し
も
つ
ま
10
月
号
に

掲
載
し
ま
し
た
、
飯
村
八
重
子
さ
ん
の
短
歌

﹁
わ
が
ま
ま
に
生
き
て
ひ
と
り
の
誕
生
日
真

夏
の
夜
の
ま
ど
ろ
み
残
し
﹂
を
﹁
浅
し
﹂
に

訂
正
し
、
お
詫
び
申
し
上
げ
ま
す
。

ふ
る
さ
と
博
物
館
収
蔵
資
料
紹
介

吉

澤

家

文

書
︵
市
指
定
文
化
財
︶

30

　

井
上
下
妻
藩
は
正
徳
２
年（
１
７
１
２
）

の
創
藩
以
来
、
明
治
４
年
（
１
８
７
１
）

の
廃
藩
ま
で
１
６
０
年
間
下
妻
を
領
し
た

譜
代
小
藩
で
あ
る
。
そ
の
所
領
は
常
陸
国

真
壁
郡
・
武
蔵
国
埼
玉
郡
・
大
里
郡
及
び

下
野
国
都
賀
郡
の
う
ち
で
あ
り
、
合
わ
せ

て
表お

も
て
だ
か高
一
万
石
で
あ
っ
た
。
武
州
領
と
野

州
領
は
散
在
す
る
村
々
で
あ
り
、
ま
と
ま

っ
た
所
領
の
中
心
が
下
妻
に
あ
っ
た
の

で
、
こ
こ
に
陣
屋
が
置
か
れ
た
。

　

本
文
書
は
、
井
上
下
妻
藩
の
家
老
を
何

代
か
に
わ
た
っ
て
勤
め
た
吉
澤
家
が
藩
の

御
用
日
記
類
を
書
写
し
た
も
の
で
あ
る
。

記
録
年
代
は
藩
成
立
以
前
の
元
禄
７
年

（
１
６
９
４
）
ま
で
さ
か
の
ぼ
り
、
下
限

は
文
久
３
年
（
１
８
６
３
）
ま
で
で
あ
る
。

欠
落
年
代
も
か
な
り
あ
る
が
、
御
用
日
記

の
書
写
と
い
う
点
で
、下
妻
藩
政
の
動
向
、

家
臣
の
生
活
ぶ
り
と
い
っ
た
も
の
を
概
観

す
る
こ
と
が
で
き
る
、
き
わ
め
て
貴
重
な

近
世
史
料
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
資
料
が
残
存
し
て
い
る
こ
と

こ
そ
が
、
ま
た
、
珍
し
い
と
も
言
わ
れ
て

い
る
。　



広報しもつま11月号広報しもつま11月号

相談室の窓から相談室の窓から相談室の窓から

相談事例

相談結果

　インターネットのオークションサイトで製氷機
を落札できなかった。すると出品者から「落札者
が辞退したので購入しないか。」とメールが届い
た。指定された口座に代金を振り込むと、出品者
から入金を確認したとの電話が来た。しかし、商
品は送られてこない。そこで出品者の携帯電話に
連絡するが通じない。
　出品者は別のサイトにも出品しているのでメー
ルで問い合わせると「製氷機についてのメールは
していない。」とのこと。騙されたのだろうか。

　オークションに参加している
ことを知っていて出品者になり
すまして「購入しないか」とメ
ールを送信してきた詐欺の可能性が強い。県警本
部のハイテク犯罪相談窓口に連絡するよう伝えま
した。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
ネットオークションは個人間売買が原則です。オ
ークション運営者は売買の場所を提供しているだ
けなのでトラブルは利用者同士で解決することが
求められる取引方法です。
出品者の氏名、住所、電話番号などを確認するこ
とが大切です。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・
消費生活に関するお問い合わせは
茨城県消費生活センター筑西分室 ☎ 24-2211 内線 218

商工観光課 内線 294

●● 1617

平成１８年１月１日に下妻市・千代川村の合
併に伴い、下記のとおり水道料金及び下水道料
金の算定方法、納入期限、検針月の変更を平成
１８年１月より行います。
なお、水道料金・下水道料金の変更はありませ
ん。

水道料金・下水道料金の算定方法、

納入期限、検針月を変更します水道水道
　認知症は、脳に起きた何らかの障害により、いった
ん獲得された知的機能（記憶する・時・場所・人の認
識・計算など）が低下し、日常生活に支障をきたす病
気です。

　中心となる症状は、記憶障害、判断力の低下、見当
識障害（いつ、どこなどがわからない）です。症状の
程度や経過はさまざまですが、その他、怒りっぽくな
る、不安になるなどの症状がみられることもあります。

　症状は、日常生活上のちょっとした変化に現れるこ
とが多いものです。初期に多い「今までとちょっと違
う」というサインを家族や周囲の人が見逃さないこと
も大切です。

◎同じことを何度も言ったり聞いたりする
◎物の名前がでてこなくなる
◎置き忘れやしまい忘れが目立ってくる
◎以前はあった関心や興味が失われてくる

　脳血管疾患を予防すること、高血圧や糖尿病、動脈
硬化といった生活習慣病を放置しないことが認知症予
防の第一歩といわれています。そのためには、適度な
運動、栄養バランスのとれた食事で肥満を防止し、減
塩、禁煙、ストレス解消などを心がけ、血管の老化を
防ぎ、血流をよくすることが大切です。また、音楽や
絵などの芸術やゲーム・スポーツなどで感動や感性を
養う、友人との楽しいおしゃべりや趣味で笑顔を絶や
さないことが脳（特に右脳）を活性化し認知症予防に
なるともいわれています。 保健センター

☎ 43-1990

保 師健 りだよ 認知症、早期発見とその予防
　これまで「痴ほう」といわれてきた病気が、「認知症」という用語に改められ、
来月で１年が経過しますが、みなさんご存知でしたか。
　現在１５０万人いるといわれている患者数は、２０２５年には倍増するとも予測
されています。それだけ誰にでも起こりうる身近な病気、日常生活で予防を心がけ、
早期に発見し治療につなげることが重要であるといわれています。

水を大切に

くらしの情報コーナー

■認知症とはどんな病気？

■症状はどんなもの？

■早期発見、その兆候を見逃さないために

■家族が最初に気づくおもな初期症状

■予防するためには
■料金算定方法

現　　　　　　行

水　
道

奇数月（検針なし）…基本料金の請求

偶数月（検針あり）…基本料金＋超過料金の請求

下
水
道

偶数月（検針あり）の検針水量を２分の１
し、当月・翌月に振り分けて請求

合　　　併　　　後

水　
道
・
下
水
道

検針水量を２分の１し、当月・翌月に振
り分けて請求⇒

■納入期限
現　　　　　　行

水　
道
・
下
水
道

毎月２０日
（金融機関が休業日の場合は翌営業日）

合　　　併　　　後

水　
道
・
下
水
道

毎月２５日
（金融機関が休業日の場合は翌営業日）

⇒
■検針月

現　　　　　　行

水　
道
・
下
水
道

偶数月(全地区)

合　　　併　　　後

水　
道
・
下
水
道

偶数月検針地区（北地区）
国道125号線より北側(小貝川の東側を除く)

奇数月検針地区（南地区）
国道125号線より南側と小貝川の東側

⇒
問い合わせ先
■市水道事業所　☎４４－５３１１
■市下水道課　　☎４３－２１１１（内線２４２）
■第一環境㈱　　☎４５－１２１１
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テレフォンサービス

火災・災害の時
市役所などの行事や催し物

☎44-3111
☎43-4000

Information 広報しもつま11月号広報しもつま11月号

下妻市の人口
-11月1日現在-

人　口　37,265 人（- 20）
　男　　18,559 人（- 16）
　女　　18,706 人（-　4）
世帯数　12,037 世帯（＋58）

前年同期との比較

10月の交通事故

発生件数　16 (24) 235 (257)

死　　亡　  1 (  0)　 4 (    3)

負　　傷　22 (32) 307 (237)
（　）内は前年度

-累計-

11月の納税 納期は 11月 30日です

〔税　　目〕　　　　　　　　　〔口座振替引落日〕　
固定資産税（第３期）　　　11 月 30 日　
国民健康保険税（第５期）  11 月 30 日  
介護保険料（第５期）　　　11 月 30 日

●● 1819
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会
場
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熱
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に
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れ
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お知らせのコーナー

　1948年（昭和23年）12月10日、国連総会で世界人権宣
言が採択されたのを記念し、毎年12月10日は「人権デー
（Human Rights Day）」と定められました。
　法務省と全国人権擁護委員連合会では、人権デーを最終
日とする12月４日から10日までを「人権週間」として各
種の人権啓発活動を行っています。
　一人一人はみな違いますが、人権はすべての人に平等に
保障されています。しかし、自分の人権を主張するだけで
は、他の人の人権を侵害することもあります。
　人権週間にあたり、人権は、自分と同じように他の人に
もあることを考え、お互いに相手の立場を考え、豊かな人
間関係をつくりましょう。
　　　　　　水戸地方法務局　茨城県人権擁護委員連合会
〔第57回人権週間強調事項〕
◎女性の地位を高めよう　◎子どもの人権を守ろう　◎高
齢者を大切にする心を育てよう　◎障害のある人の完全参
加と平等を実現しよう　◎部落差別をなくそう　◎アイヌ
の人々に対する理解を深めよう　◎外国人の人権を尊重し
よう　◎ＨＩＶ感染者やハンセン病患者等に対する偏見を
なくそう　◎刑を終えて出所した人に対する偏見をなくそ
う　◎犯罪被害者とその家族の人権に配慮しよう　◎イン
ターネットを悪用した人権侵害は止めよう　◎性的指向を
理由とする差別をなくそう　◎ホームレスに対する偏見を
なくそう　◎性同一性障害を理由とする差別をなくそう

　当市では、毎月中央公民館において人権擁護委員による
人権相談を行っています。12月は人権週間中の12月９日
に特設相談を行います。相談は無料で秘密は厳守します。
また、難しい手続きも不要ですので、お気軽にご相談くだ
さい。
■12月の人権相談
【と　き】12月９日　午前 10時～午後３時
【ところ】市立中央公民館　２階学習室
【問合先】市総務課（内線 213）

12月４日から10日は人権週間です

日 月 火 水 木 金 土

　  
1
　  西南医療
　 結核・基本健診
（市保健センター）
　　 9:30 ～ 11:30
　  13:00 ～ 15:00

2
　  
　 結核・基本健診
（市保健センター）
　　 9:30 ～ 11:30
　  13:00 ～ 15:00

3
　  湖南病院

4
　  西南医療
　  砂沼湖畔クリニック
　  ☎ 43-8181
　  内海歯科医院
　  ☎ 48-0666

5
　  友愛記念
　  マタニティクラス
　  13:30 ～ 15:30

6
　  西南医療
　 元気アップ教室
　　 9:30 ～ 10:30

7
 　 

8
　  湖南病院
　  のびのび遊びの広場
　  10:00 ～ 10:30
　  １歳児相談
　  13:30 ～ 13:50

9
　  
　  ぴよぴよ教室
　  10:00 ～ 10:30
　  ５か月児健診
　  13:30 ～ 13:50

10
　  友愛記念

11
　  友愛記念
　  宇津野病院
　  ☎ 44-0311
　  みなば歯科医院
☎ 0297-42-4535

12
　  友愛記念

13
　  西南医療
　  ＢＣＧ接種
　  14:00 ～ 14:45
　 パクパク離乳食教室
　　 9:45 ～ 10:00

14
　  

15
 　 湖南病院
　 すくすく相談
　  13:30 ～

16
　  
　  ３歳児健診
　  13:30 ～ 13:50

17
   西南医療

18
　  西南医療
　  菊山胃腸科外科医院
　  ☎ 44-2014
　  おおき歯科医院
　  ☎ 44-6777

19
　  友愛記念

20
　  西南医療
　  ポリオ生ワクチン
　  14:00 ～ 14:45

21
　  

22
　  西南医療
　  1歳6か月児健診
　  13:30 ～ 13:50

23
　  湖南病院
　  中嶋医院
　  ☎ 44-3008
　  簡野歯科医院
　  ☎ 49-3978

24
　  西南医療

25
　  西南医療
　  中山医院
　  ☎ 43-2512
　  関井歯科医院
☎ 0297-42-5321

26
　  友愛記念

27
　  西南医療

28 29
　  友愛記念
　  坂入医院
　  ☎ 43-6391

30
　  西南医療
　  軽部病院
　  ☎ 44-3761

31
　  西南医療
　 とき田クリニック
　  ☎ 44-2556

12月の健康カレンダー12月の健康カレンダー
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12月の相談 日      時 場  所 問い合わせ先

心配ごと
相談

12月  6日㈫
12月13日㈫　＊法律相談（中央公民館2階和室）
12月20日㈫　
12月27日㈫
午後1時30分～3時30分（受付 午後1時15分～3時）

中央公民館1階和室 社会福祉協議会
☎44-0142

行政相談 12月16日㈮　午後1時30分～3時30分 中央公民館1階和室 秘書課 内線 202

こころの
健康相談 12月14日㈬　午後1時～3時 市役所第2庁舎

小会議室
福祉事務所
内線 502

人権相談 12月  9日㈮　午前10時～午後3時
　　　　　　　※特設人権相談 第2庁舎中会議室 総務課 内線 213

納税相談 12月25日㈰　午前8時30分～午後5時 市役所1階収納課 収納課
内線 170～173

（予約制）

（困りごと）

（予約制）

急な病気やケガのとき、
今診てもらえるお医者さんを探す

○インターネットでお医者さんを探す
　http://www.qq.pref.ibaraki.jp/
○携帯サイトでお医者さんを探す
　http://www.qq.pref.ibaraki.jp/kt/
○電話で探す（オペレーターによる案内）
　029-241-4199

茨城県救急医療
情報システム

◆◆休日在宅当番医◆◆
　‥休日医　　　午前9時30分～午後4時
　‥歯科休日医　午前9時～11時30分
　　内海歯科　（八千代町村貫158）
　　みなば歯科（石下町新石下3482）
　　簡野歯科　（八千代町菅谷587-1）
　　関井歯科　（石下町新石下1012-7）

在
歯

◆◆ 　‥小児救急当番医◆◆
月・火・木・土曜日　午後6時～翌朝8時
日・祭日　午前8時～午後6時
湖南病院：湖南病院（下妻市長塚48-1）☎44-2556
西南医療：茨城西南医療センター（境町2190）☎0280-87-8111
友愛記念：友愛記念病院（古河市関戸726）☎0280-98-3511

小

保　‥保健センター業務案内 夜間応急診療所：土・日・祝祭日　午後７時から翌朝７時　☎ 43-1990
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